
１次関数 １・１次関数とグラフ

７ ４ １次関数の値の変化（その１）

（１／５）■ 変化の割合の意味 ■

変化の割合の意味

★知識の整理★

χの変化に伴って変化するｙがあり，ｙは次のχの式で表せるとします。

ｙ＝２χ＋１ （χを２倍して１をたすとｙになる）

［変化のようす］

+1 +1 +1 χが１増えると
χ １ ２ ３ ４

„
ｙ ３ ５ ７ ９

+2 +2 +2 ｙは２増える

①変化の割合の意味

上の表をみると，χが１増えるごとにｙの値は「２」ずつ増えている

ことがわかります。

このχが１増加したときのｙの増加量を「変化の割合」といいます。

②変化の割合の求め方（計算による求め方）

一般に，変化の割合は次の式で求めることができます。

ｙの増加量
変化の割合＝

χの増加量

上の表（１次関数ｙ＝２χ＋１）の場合で計算してみましょう。

例えば，χが１から４まで増えたときのｙの変化の割合を求めてみます。

ｙの増加量 （変化後のｙの値）ー（変化前のｙの値）
変化の割合＝ ＝

χの増加量 （変化後のχの値）ー（変化前のχの値）

｛２×（４）＋１｝－｛２×（１）＋１｝ ６
＝ ＝ ＝２

４ － １ ３

③変化の割合の求め方（１次関数の式の形から見つける）

上の表をみると，変化の割合は ２ であることがわかります。

この ２ は，ｙ＝２χ＋１ のχの係数 ２ と同じです。

一般に，ｙ＝ａχ＋ｂにおいて，

χの係数 ａ がこの１次関数の変化の割合を表しています。

｜メニューへ戻る｜

★演習★の問題は数専ゼミ・東原教室で個人指導を受けることができます。
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１次関数 １・１次関数とグラフ

７ ４ １次関数の値の変化（その１）

（２／５）■ 変化の割合の意味 ■

◇《変化の割合の意味／表題》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

次の対応表で，χの変化に対するｙの変化の割合を求めなさい。

χ －５ ７ χ －８ －３
(1) (2)

ｙ ６ １４ ｙ ２ －４

【考え方】

ｙの増加量 （変化後のｙの値）ー（変化前のｙの値）
変化の割合＝ ＝

χの増加量 （変化後のχの値）ー（変化前のχの値）

［答 案］

１４－６ ８ ２
(1) 変化の割合＝ ＝ ＝

７－（－５） １２ ３

－４－２ ６
(2) 変化の割合＝ ＝－

－３－（－８） ５

◇《変化の割合の意味／表題》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の対応表で，χの変化に対するｙの変化の割合を求めなさい。

χ ３ ９ χ －７ ８
(1) (2)

ｙ －５ ４ ｙ －１３ －４

＊上のように，変化の割合を求める式を書いて，答えなさい。

［答 案］

(1) 変化の割合＝

(2) 変化の割合＝

４－(－５)

９－３
＝

９

６
＝

３

２

－４－(－１３)

８－(－７)
＝

１５

９
＝

３

５

｜メニューへ戻る｜
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１次関数 １・１次関数とグラフ

７ ４ １次関数の値の変化（その１）

（３／５）■ 変化の割合の意味 ■

◇《変化の割合の意味／表題》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の対応表で，χの変化に対するｙの変化の割合を求めなさい。

χ －３ １ χ －８ －５
(1) (2)

ｙ ４ －５ ｙ －６ －２

＊前のページのように，変化の割合を求める式を書いて，答えなさい。

［答 案］

(1) 変化の割合＝

(2) 変化の割合＝

◇《変化の割合の意味／文章題》 学力化 · ／ ，

★解法の技術★

１次関数ｙ＝ χ－２で，次の各場面におけるｙの変化の割合を

計算で求めなさい。

χが－５から１０まで増加したとき

【考え方】

ｙの増加量 （変化後のｙの値）ー（変化前のｙの値）
変化の割合＝ ＝

χの増加量 （変化後のχの値）ー（変化前のχの値）

［答 案］

変化の割合＝

１－(－３)

－５－４
＝－

９

４

－２－(－６)

－５－(－８)
＝

４

３

３

５

(
３

５
×１０－２)－{

３

５
×(－５)－２}

１０－(－５)
＝

３

５
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１次関数 １・１次関数とグラフ

７ ４ １次関数の値の変化（その１）

（４／５）■ 変化の割合の意味 ■

◇《変化の割合の意味／文章題》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の１次関数の変化の割合を計算で求めなさい。

(1) ｙ＝ χ－３で，χが６から１８まで増加したとき

(2) ｙ＝－ χ＋５で，χが－６から３まで増加したとき

＊上のように，変化の割合を求める式を書いて，答えなさい。

［答 案］

(1) 変化の割合＝

(2) 変化の割合＝

◇《変化の割合の意味／文章題》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の１次関数の変化の割合を計算で求めなさい。

ｙ＝４χ－３で，χが－２から５まで増加したとき

＊前のページのように，変化の割合を求める式を書いて，答えなさい。

［答 案］

変化の割合＝

＊計算で求めた変化の割合が，ｙ＝ａχ＋ｂのａの値と同じになっていることが

わかりましたね。１次関数では，式があると変化の割合がわかります。

７

２

４

３

(
７

２
×１８－３)－(

７

２
×６－３)

１８－６
＝

４２

１２
＝

７

２

(－
４

３
×３＋５)－{－

４

３
×(－６)＋５}

３－(－６)
＝－

４

３

(４×５－３)－{４×(－２)－３}

５－(－２)
＝

２８

７
＝４

｜メニューへ戻る｜
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１次関数 １・１次関数とグラフ

７ ４ １次関数の値の変化（その１）

（５／５）■ 変化の割合の意味 ■

◇《変化の割合の意味／式の形から》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

次の１次関数の変化の割合をいいなさい。

(1) ｙ＝３χ－２ (2) ｙ＝－ χ＋１ (3) ｙ＝５χ

(4) ｙ＝χ－２ (5) ３χ＋２ｙ＝１ (6) ６χ－３ｙ－２＝０

【考え方】 一般に，ｙ＝ａχ＋ｂにおいて，

χの係数ａがこの１次関数の変化の割合を表しています。

(5)，(6)はｙ＝～の形に変形してから変化の割合を調べます。

［答 案］

(1) ｙ＝３χ－２の変化の割合は 。

(2) ｙ＝－ χ＋１の変化の割合は 。

(3) ｙ＝５χの変化の割合は 。

(4) ｙ＝χ－２の変化の割合は 。

(5) ３χ＋２ｙ＝１をｙについて解くと，ｙ＝ χ＋

よって，変化の割合は

(6) ６χ－３ｙ－２＝０をｙについて解くと，ｙ＝

よって，変化の割合は

１

２

１

２

１

２

３

２

１

２

３

２

２

３
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